
ユーザー活用事例

「グレーダーの精度向上」

鹿島道路株式会社　様 鹿島建設株式会社　様
「精密な施工のために3D-MCシステムを採用」

国土交通省直轄ダム工事にて、3D
-MC GPSドーザーが導入・運用さ
れ、ロックフィルダムにおける提体
の盛立工事に使用されています。鹿
島建設株式会社様は、以前より3D-
MCを導入されていましたが、今回
さらに施工品質の向上が求められる
ため「System Five-3D Dual GPS+」
の導入となりました。
このシステムは、2基のGPS受信機
により常時重機の進行方向を認識さ
せ、スロープセンサーと組み合わせ

鹿島道路株式会社様は、1999年に
自動追尾型3D-MCを導入され関西
空港二期工事に活用されてきました。
自動追尾型TSによる3D-MC施工は
一般的な施工と言えるまでになって
きています。さらに2005年11月に
は、北海道開発局発注の舗装工事に
トプコンのSystem Five-3D mmGP
Sを搭載した3D-MCグレーダーを適
用されています。mmGPSを搭載し
た本システムでは複数の建設機械の
制御が可能です。舗装工事の品質を

確保するうえで、他社との差別化が
図れる技術となるとの評価を頂いて
います。また、作業員の安全性の向
上、手間のかかる丁張不要となるな
ど効率化につながるとされています。
最大2400mの施工範囲をカバーで
きる利点を生かし、大型空港整備な
どの大規模現場等に積極に活用して
いきたい考えをもたれています。

てブレードの上下の動き、横断方向
の傾きを補正して、設計面通りに精
密にブレードをコントロールします。
本工事では使用される提体の材料が
異なるため、材料の境目を精度良く
施工することが求められます。設計
通りに施工できない場合、土量の割
合が変わってしまい最終的に工事コ
ストに多大な影響が出てしまいます。
作業工数を抑えながら使用する土量
の割合の変動も少なく、工事コスト
への影響を抑えることが可能となっ
ています。

 

”このマークは日本測量機器工業会の
シンボルマークです”

 トプコンの情報化施工
 技術評価点向上の近道！

総合評価時代の情報化施工
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大豆インキを使用しています。

品碓法に伴う総合評価落札方式など新しい市況環境の普及に伴い

施工現場において様々な技術提案が必要とされています。

一方ではCALS/ECアクションプログラムなどデジタル

データによる施工の効率化も進められています。

トプコンは3次元デジタルデータによって重機の

排土板を設計面通りに制御するマシンコントロール

技術を始めとして情報化施工を以前から精力的に

取り組んできました。

建設業界が新しい事業環境への対応が必要とされる

中で、トプコンは各種センサー技術と機器制御技術

により土木のあらゆる場面で活躍するソリューション

を提供いたします。

株式会社田中組　様
「GNSS技術導入による作業効率と品質の向上」

北海道札幌市に本社を置く株式会社
田中組様は施工現場にGNSS技術を
導入され、GNSS受信機「GR-2100」
やmmGPSを活用されています。
主に工場用基準点設置、地形測量、
動態観測の作業に使用し、横断観測
や幅杭設置等を行っています。
RTK-GPS測位は、瞬時に3次元座
標データを取得し現場管理できるこ
とから、従来の作業と比較し大幅な
工期短縮が可能になりました。他社
が1週間かかっているところを、G
PS使用により2日間で完了させると
いった効率化が図れています。また、
mmGPSを組み合わせて使用するこ
とで、GPSの高さ精度をゾーンレー
ザーが補強し水平精度と同等にまで
高め、高精度な品質を確保すること
が可能です。

このように、作業効率向上・人員
削減によるコスト削減と品質の向
上も図れることで、今後より多く
の現場で活用されることと考えら
れます。

株式会社NIPPOコーポレーション　様
「敷きならし高さを高精度制御」

関西空港二期工事にmmGPSを搭載
したモーターグレーダーで施工した
実績を持つ株式会社NIPPOコーポ
レーション様は、同工事に同じく
mmGPSを搭載し、自動制御が可能
なアスファルトフィニッシャーを導
入されました。舗装工事全体で情報
化施工が可能となると同時に経験の
浅いオペレーターでも熟練オペレー
ターと同等の出来形で作業ができ、

高品質な舗装を提供することができ
ます。
導入されたアスファルトフィニッシ
ャーは敷きならし高さを自動制御す
ることで、従来工法で活用していた
丁張が不要となり、安全面、コスト
面での大きな効果が期待できるとの
ことです。
出来形制御は既存のシステムと同等
以上であり、施工データが一元管理
できますので効率的な施工管理が可
能になっています。
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トプコンの情報化施工対応商品

粗施工から仕上げまで高さ精度をcmからmmへ

3D-MC mmGPS

PZL-1

PZS-1

マシンコントロール用
ポジショニングセンサー

ポジショニングゾーンレーザー
トランスミッター

RTK用ポジショニング
ゾーンセンサー

※アンテナPG-A3は別売です。

3D-MC GNSS ショベル

3次元データで法面成形。
設計通りにバケットを誘導可能！

簡単操作のGNSSで多彩な3次元測量。
3次元マシンコントロールシステム

転圧管理システム

情報化施工の先駆け！
面での転圧管理を実現

トータルステーションで出来形管理

盛土転圧管理システム

監督さん・土木基本
測量データ総合管理プログラム

RTK-GNSSシステム
測量用GNSSシステム

3次元マシンコントロールシステム

GPSで丁張なしの3次元施工を実現

3D-MC GNSS

DZ-1
ブルドーザー用オートコントロールシステム

レーザーで均平作業を効率化

TA-1

非接触式のソニックセンサ使用で
舗装圧を自動管理
アスファルトフィニッシャー用
オートコントロールシステム

自動追尾TSで仕上げ施工
マシンコントロールシステム

3D-MC TS ドーザー/グレーダー

ドーザー/グレーダー

３次元座標データを使用し、杭
のチェック・現況観測など現場
の測量作業の効率を向上します。
ハイブリッド衛星で作業範囲が
拡大します。

排土板の高さを回転レーザ
ーで自動コントロールでき
るシステムです。
大規模圃場の現場等で多数
稼動しています。

重機に取り付けられたミラーを
自動追尾する事により、排土板
を３次元的に制御。上空視界の
悪い仕上げ施工に最適な高精度
な作業を実現します。

重機に取り付けられたGNSS
で、排土板を３次元的に制御。
広域で複数の重機が稼動する
現場で非常に有効なシステム
です。

超音波を利用したソニックセン
サーでスクリードの高さを算出、
舗装圧を自動管理します。

mmGPSとは幅のあるゾーンレーザーを
用いる事によりGPSの高さ精度を向上
させる技術です。荒施工だけではなく
仕上げ施工においてもGPSを活用した
施工が行えます。

GPSを使用し転圧回数を色で
表示。転圧管理を面で実施。
情報化施工のマニュアルに沿
った作業を行うことができます。

RTK-GPSと各種センサーにより
法面の切り出し位置やバケットの
位置をリアルタイムに表示。

現場の設計データを入力すれば、任意の
場所の出来形が簡単に計測できます。
杭打ち計算も点名を指定するだけでその
場で計算が出来ます。
データはトータルステーションやPCとの
連携が可能。ミスのない効率的な作業を
行うことができます。

ワンマン測量システム

トータルステーションでワンマン測量

GPT-9000A+FC-200
自動追尾トータルステーションと設
計データを入れたデータコレクタで
ワンマン測量が行えます。杭打ち、
現況観測などミスの少ない効率的な
作業を行うことができます。

GPSGLONASS

GNSS:Global Navigation Satellite Systemの略
人工衛星を使用し位置を測る測位システムの総称。トプコンのGNSSはアメリカの
GPSだけではなくロシアの測位衛星GLONASSも使用できるハイブリットGNSSです。

NETIS

NETIS

NETIS

NETIS

NETIS

NETIS

NETIS

  NETIS(New technology information system)とは国土交通省が新技術の活用のため、
新技術に関わる情報の共有及び提供を目的として整備した新技術提供システムです。
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情報化施工とは、情報化技術を建設施工に適用して、多様な情報の

活用を図ることにより、施工の合理化をはかる生産システムです。 

データコレクタやPC等に3次元設計データを入れ、そのデータを

現場で直接使用する事により、ミスの少ない高効率な現場作業を

実現します。 建設ＣＡＬＳ／ＥＣの取り組みとあわせ、調査・設計、施

工、検査、管理段階も含めた一連の流れの中での建設事業の効率

化が期待されています。 

現在では「ＴＳ・ＧＰＳを用いた盛土の締め固め管理」、「施工管理情

報を搭載できるトータルステーションを用いた出来形管理」のマ

ニュアル案等が作成され、運用が始まっています。

マシンコントロールシステムは、土工事において、３次元のデジタル

設計データを基に重機の土工板を自動で設計面通りに制御するシス

テムです。 重機にセンサーと制御用油圧バルブ並びにコントローラ

ーを取り付ける事により重機の制御を行います。   従来はオペレー

タが丁張り杭を見ながら手動で土工板を制御していた作業において、

丁張り無しの高効率な作業を行うと共に、重機の近くに測量作業者

を置かない、より安全な施工を実現します。

また、面でデータの管理ができますのでより高精度な施工が行えると

共に、材料費の最適化を図る事が可能になります。  一般的な生産拠点

である工場はCAD/CAMの普及によりオートメーション化を図り生

産効率の向上を行って来ました。 道路を生産する「道路工場」である

建設現場のオートメーション化を図るツールとしてマシンコントロ

ールシステムはアメリカを中心として急速に普及が拡大しています。

トプコンでは10年以上前より取り組みを行い現在日本でもダムや

高速道路現場などで多くのシステムが稼動しています。

今後CALS/ECの取り組みと合わせさらなる普及が見込まれます。

今なぜ技術評価点の向上が必要とされているか？
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3 情報化施工とは？
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2 技術評価点を上げるためには？
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4 究極の情報化施工　マシンコントロールシステム

最も安い価格で
入札した
業者が落札

最も高い
総合評価の
業者が落札

落札

落札

A社

A社

B社

B社

C社

C社

入
札
価
格

技
術
評
価

高 高

高入札価格

コントロールボックス

GNSS-BOX

GNSSアンテナ

ブレードスロープセンサ

平成１７年４月１日から、「公共工事の品質確保の促進に関する法律」（品確法）が施行

されました。この法律では、価格と品質に優れた契約を公共工事の契約の基本に位置

付けています。そしてこの方針に沿った形での入札方式を「総合評価方式」と呼びます。   

国土交通省ではこの発注件数が増加傾向にあり、今後特殊法人、地方公共団体での拡

大が予想されています。

「総合評価方式」では価格に加えて技術提案の優劣を総合的に評価することにより、

最も評価の高い者を落札者とすることが原則となります。

技術提案評価の基準となる「技術評価点」向上への対応は、これからの公共工事に携

わる会社は必修項目と考えられます。

技術提案評価の基準として①施工計画、②企業の施工実績、③配置予定者の能力についての項目が審査されます。   ②、③については表彰

実績や工事成績評定点の平均点等が反映されますので、自らが取れる点数を把握する事は可能です。 しかし①に関しては工事毎の提案が

必要であり、この部分の技術評価点数をいかに高めるかが重要視されています。  また工事完成後に行われる工事成績評定における評価点

も以降の総合評価に反映されるため、同様に重要化されています。  これらの評価点の向上に対応する為、トプコンは３次元デジタルデータ

とＩＴ技術を融合した「情報化施工」により、高品質・高効率・低コストな現場の実現にご協力いたします。

① 施工計画
工事目的物の性能・機能の向上

総合的なコスト縮減

社会的要請への対応

② 企業の施工実績

③ 配置予定者の能力

初期性能の持続性、強度・安全性、耐久性
安定性、美観、供用性等

維持管理費・更新を含めた
ライフサイクルコスト等

環境の維持、交通の確保
省資源・リサイクル対応、安全対策等

技
術
評
価
点

トプコンの情報化施工

対応商品は「品質の確保・向上を

図りつつ工期短縮、コスト削減、

安全性の向上を図る」

お役立てをします

価格と品質に優れた調達へ 新時代の施工「情報化施工」

CALS/ECの範囲

調査
計画

設計
積算

工事
施工

維持
管理

工事の流れ

情報化施工
の範囲

トータル
ステーション

自動追尾
トータルステーションGPS固定局

GPS

GPS

GPS

データコレクタ PC

施工管理情報を搭載できる
トータルステーションを
用いた出来型管理

トータルステーション・GPSを用いた
盛土の締め固め管理

工事計画・測量

施工

工事管理・検査
・工事管理 ・品質管理 ・出来型管理など

No.282

No.283

No.284

No.285

3次元の路線情報をトータルステーションと連動させる事により、
効率的に出来形を管理するシステム

トータルステーションやGPSで重機の位置を計測し、転圧回数を
管理する事で、面での品質管理を可能とするシステム

No.282

No.283

No.284

No.285

GPSアンテナ
プリズム

転圧ローラー

線形計算書
平面・縦横断図

帳票作成

デジタルデータ

コントロールボックス/データコレクタ
出来形データ

3次元設計データ

シミュレーション 仕上り




